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１．概要（Summary） 

従来、植物の導管に薬剤を注入する唯一の方法として

は、マイクロインジェクション法があるが、植物を切断し(破

壊法)、その切断面にある導管に薬液を注入する方法で

あるため、植物の生育環境下において薬剤注入すること

や、植物体内から導管液や師管液を非破壊で採取するこ

とができなかった。 

本研究では、昨年度、低侵襲で植物体内へ薬剤注入

することを狙いに、Si のカンチレバー上に Su-8 の樹脂フ

ィルムからなるマイクロ流路構造を形成し、その基本実験

を進めてきた。今年度は、引き続き、本支援機関の装置

群を用いて、薬剤注入の効果を検証するための液貯蔵構

造(リザーバ構造)の製作を行った。 

 

２．実験（Experimental） 

【利用した主な装置】 

・マスクアライナ（ミカサ社製、 MA-10 型） 

・マスクレス露光装置（大日本科研社製、 MX-1204） 

・スピンコータ（ミカサ社製、 1H-DX2） 

・走査電子顕微鏡（EDS 付き）（JEOL 社製、  JSM-

6060-EDS） 

 

【実験方法】 

本研究では、フォトファブリケーション装置を用いて、Si

の基板上に Su-8 の樹脂から成る薬剤注入構造、並びに

液貯蔵構造を形成した。具体的には、スピンコータを用い

て、レジスト塗布し、片面マスクアライナ、あるいはマスクレ

ス露光装置を用いて、カンチレバー構造のパタ－ンを形

成し、続いて、微細加工装置により Si の深堀エッチングを

行い、Si のカンチレバー構造を作製した。更に、製作した

Si のカンチレバー上に、Su-8 の感光性樹脂フィルムを用

いて、薬剤注入用の流路構造を形成するとともに、その流

路構造と連結する形で液貯蔵用リザーバ構造を形成し

た。 

 

３．結果と考察（Results and Discussion） 

  Fig. 1 に、製作した液貯蔵用マイクロリザーバ構造の

外観写真を示す。尚、この写真は、Su-8 の天井構造を張

り合わせる前工程段階でのデバイス写真である。ピラ－構

造の SEM 写真とも併せ、目標とした寸法を有するリザー

バ構造が形成可能なことを確認した。 

 

Fig. 1 Photograph of fabricated micro- reservoir 

structure 
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